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5 

同ᵝ䛻審査請求⋡䜢ぢ䜛䛸、䠝-䐠の䜏䛜ẕ㞟ᅋ䜘䜚

ప䛟䛺䛳䛶䛔䜛䚹㏫䛻、䠞-䐠は䠞の䛖䛱、ඹ同出願௻業

䛜権利䜢ᨺ棄䠄᭱᪂ではᅜ኱䛜権利人䠅した特許䠄218

௳䠅で䛒䜛䛜、審査請求⋡は 90%䜢㉸䛘䛶䛔䜛䚹ᅜ኱༢

願䛜ከ䛔኱学⩌䛸௻業䛸ඹ願䛜ከ䛔኱学⩌の審査請

求⋡䛻᭷ពᕪ䛜䛺䛔䛣䛸はู㏵☜ㄆし䛶䛚䜚、審査請

求は、༢願・ඹ願௨๓䛻、ᅜ኱の▱㈈⟶⌮᪉㔪䛺䛹␗

䛺䜛要⣲のᙳ㡪䛜ᙉ䛔䛸⪃䛘䜙䜜䜛䚹䛣のⅬのヲ⣽᳨ウ

は௒ᚋのㄢ㢟䛸した䛔䚹 

䠄䠑䠅ᅜ❧኱学の特許権のㆡΏඛ 
4 項の䜎䛸䜑䛸し䛶、ᅜ❧኱学䛜㛵୚し๰出した特許

の䛖䛱、௻業➼の機㛵䛻権利のㆡΏ䛜䛺䛥䜜た特許䛻

䛴䛔䛶特許Ⓩ㘓䛻⮳䜛䜎での≧ἣ䜢ᩚ⌮䛩䜛䚹䠄ᅗ 10䠅 

䐟2004䡚2007 年ᗘ䛻出願䛥䜜たᅜ❧኱学䛜発明䛻㛵

୚した特許 20,485 ௳の䛖䛱、ᅜ❧኱学、ཪは TLO 䛜

ಖ᭷䛩䜛特許䜢ཷ䛡䜛権利、஀⮳は特許権者䛸し䛶

の権利䜢௻業➼の௚機㛵䛻ㆡΏした特許は 572 ௳

䠄2.8%䠅で䛒䜛䚹 

䐠572௳の䛖䛱、ᅜ❧኱学䛜ㆡΏした特許は 504௳で䛒

䜚、50 ኱学でᐇ⦼䛜䛒䜛䚹TLO 䛛䜙は 71 ௳で、19 機

㛵でᐇ⦼䛜䛒䜛䚹䛖䛱、ྛ 3 ௳はᅜ❧኱学䛸 TLO 䛸䛜

ඹ同特許権者の特許で重」䛜䛒䜛䚹 

䐡ᅜ❧኱学、ཪは TLO 䛸ඹ同出願し、䛭のᚋ、特許権

のㆡΏ䜢ཷ䛡た௻業は 149 ♫Ꮡᅾし、ᙜヱ特許は

324 ௳䠄324/572=56.6%䠅䛒䜛䚹149 ♫の䛖䛱、9 ♫䛜኱

学発䝧ン䝏䝱ーで䛒䜛䛣䛸䛜☜ㄆでき䜛䚹 

䐢ඹ同特許権者では䛺䛟、᪂た䛻権利のㆡΏ䜢ཷ䛡た

௻業は 96 ♫、ᙜヱ特許は 130 ௳䠄130/572=18.0%䠅

でඹ同出願௻業䛻ㆡΏ䛥䜜た特許の༙数௨ୗ䛻㐣

䛞䛺䛔䚹し䛛し、䛖䛱29♫䛜኱学発䝧ン䝏䝱ーで䛒䜚、

発明䜢も䛸䛻㉳業䛜⾜䜟䜜た≧ἣ䛜᥎ 䛥䜜䜛䚹 

䐣௻業௨እ䛻もᅜ❧኱学ཪは TLO 䛛䜙特許権のㆡΏ

䜢ཷ䛡た機㛵䛜Ꮡᅾ䛩䜛䚹ඹ同出願し䛶䛔た⊂❧⾜

ᨻἲ人、ᆅ᪉自἞య䛺䛹 52 機㛵、䜎た、᪂た䛻ㆡΏ

䜢ཷ䛡た機㛵䛜 6 機㛵で䛒䜛䚹ᙜヱ特許は 118 ௳

䠄118/572=20.6%䠅で䛒䜛䚹 

䐤ඹ同特許権者で䛒䜛௻業䛜ㆡΏ䜢ཷ䛡た特許 324௳

の䛖䛱、審査請求䛜⾜䜟䜜た௳数は 282 ௳で䛒䜚、審

査請求⋡は 87.0%で䛒䜛䚹䛭の௚機㛵では඼䚻111

௳、91 ௳で䛒䜚、審査請求⋡は 82.0%で䛒䜛䚹2004䡚

2007 年ᗘᅜ❧኱学䛜㛵୚䛩䜛特許の審査請求⋡

䠄78.5%䠅䛸ẚし䛶、௻業䛜ㆡΏ䜢ཷ䛡た特許は䬀䛛䛻

高䛟、㏫䛻௚機㛵ではప䛔䚹 

䐥௻業䛜᪂つ䛻ㆡΏ䜢ཷ䛡た特許 130 ௳の䛖䛱 113 ௳

䛜審査請求䛥䜜、審査請求⋡は 86.9%で䛒䜛䚹䛭の௚

機㛵では 7 ௳の䛖䛱 6 ௳䛜審査請求䛥䜜、⋡は 85.7%

で䛒䜛䚹䛣䜜も䐤䛸同ᵝのഴྥで䛒䜛䚹 

䐦特許査定䜢ཷ䛡た特許は඲ 349 ௳䛒䜛䚹ᅜ❧኱学䛜

ㆡΏした特許 572 ௳の 62.8%䜢༨䜑䜛䚹ただし、16 ௳

は審査୰で䛒䜚⋡の⟬出䛛䜙㝖እし䛶䛔䜛䚹2004䡚

2007 年ᗘᅜ❧኱学䛜㛵୚䛩䜛特許の特許査定⋡

䠄68.3%䠅䛸ẚし䛶、ពእ䛻もప䛔数್䛸䛺䛳䛶䛔䜛䚹 

䐧ただし、䐦のෆヂ䛸し䛶、௻業だ䛡䜢ྲྀ䜚上䛢䜛䛸、ඹ

同特許権者で䛒䜛௻業䛻ㆡΏ䛥䜜た特許は 69.7%、

᪂つの௻業䛻ㆡΏ䛥䜜た特許は 77.8%で䛒䜚ẕ㞟ᅋ

特許䜘䜚も上ᅇ䛳䛶䛔䜛䚹 

䐨ᅜ❧኱学、ཪはTLO䛛䜙ㆡΏ䛥䜜特許査定䜢ཷ䛡た

特許 349 ௳の᭱᪂特許権者は௨ୗの䜘䛖で䛒䜛䚹 
௻業 186 ♫    䛖䛱኱学発䝧ン䝏䝱ー29 ♫ 

⊂ἲ       10 機㛵 

ᅜ኱       12 ኱学 

ᅋయ        6 機㛵 

ᆅ᪉自἞య    6 機㛵 

䛭の௚       7 機㛵 

ᅜ❧大Ꮫ
（50大Ꮫ）

≉チ数504

T L O
（19 ᶵ㛵）

≉チ数71

௻ᴗ
149社

（ྵ大ᏛⓎベン
チ䝱ー9社）

共ྠ≉チᶒ⪅

Ⓩ㘓
349௳

新規≉チᶒ⪅

※1䠖ᑂᰝㄳồ率（ᑂᰝㄳồ≉チ数/出㢪≉チ数）
※2䠖≉チᰝ定率（≉チᰝ定௳数䠋(≉チᰝ定௳数䠇ᣄ⤯ᰝ定௳数䠇FAᚋྲྀ下・放Რ௳数㻕）

䛭の௚
52ᶵ㛵

௻ᴗ
96社

（ྵ大ᏛⓎベン
チ䝱ー29社）

䛭の௚
6ᶵ㛵

≉チ௳数 ௻ᴗ 186社
うち大ᏛⓎベンチ䝱ー29社
⊂ἲ 10ᶵ㛵
ᅜ大 12大Ꮫ
ᅋయ 6ᶵ㛵
ᆅ自 6ᶵ㛵
䛭の௚ 7

ㆡΏඛ

ᑂᰝ
ㄳồ

282
（87.0%）※1

91
（82.0%）※1

ᑂᰝ
ㄳồ

191
（69.7%※2）

69
（78.4%※2）

113
（86.9%）※1

6
（85.7%）※1

84
（77.8%※2）5

（83.3%※2）

ᣓᘼෆはᅜ大とTLOの共㢪≉チ௳数

 
ᅗ 10 ᅜ❧኱学の特許ㆡΏඛ䛸審査≧ἣ 

䠒䠊䛚䜟䜚䛻 

ᮏ✏では、ᅜ❧኱学の研究者䛜発明した特許の䛖䛱、

特許権者のኚ᭦䛜䛒䛳た特許䛻㛵し䛶、䛭の審査≧ἣ

䜢ศᯒ䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚、特許権者䛻䛸䛳䛶の重要性䜢᥎

 した䚹௻業䜈の権利ㆡΏ䜢⾜䜟䜜た特許䛻䛴䛔䛶は、

特許権者䛻䛸䛳䛶重要で䛒䜛ྍ⬟性䛜高䛔䛣䛸䛜♧䛥

䜜た䚹 

し䛛し䛺䛜䜙、ᅜ❧኱学㛵㐃特許の䛖䛱、䛣の䜘䛖䛺特

許権者のኚ᭦䛜䛒䛳た特許は⣙ 12䠂䜢༨䜑䜛䛻㐣䛞䛺

䛔䚹ᅜ❧኱学㛵㐃特許のά用ᗘ䜢᥎ 䛩䜛た䜑䛻は、

特許権者のኚ᭦䛜䛺䛛䛳た特許䛻䛴䛔䛶も、䝷ン䝉ンス

ᐇ⦼䜔㛵㐃特許䛸の㛵係性のศᯒ➼䜢⾜䛖ᚲ要䛜䛒䜚、

௒ᚋのㄢ㢟䛸し䛶䜖䛟䚹 
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 ߦ߼ߓߪ .1
ㆊ෰㧝㧜ᢙ年㑆の⻉ᣉ╷ࠅࠃߦ、大学ߦ、ᓥ᧪ࠄ߆のᢎ⢒と研究ߦ加߃て␠会߳の⽸₂߇ਃߟ⋡のࡒ

಴߿߈⛯学ౝのᛚ⛮ᚻࠆࠊ㑐ߦਥとして、⊒᣿、ߦߢ߹ࠇߎߪߢ大学ޕߚࠇࠄߌߠ⟎シ࡚ンとして૏࠶

㗿・ክᩏ⺧᳞ߦߤߥ㑐ࠆࠊ学ౝၮ⋚ᢛ஻、⍮⽷࠮ࠗ࡜ンシンࠣ╬ߦ㑐ࠆߔ૕೙᭴▽を⚳߃、ታ❣をⓍߺ

㊀ࠆߨᲑ㓏ߞߥߦて߈ていޕࠆ৻方ࠄࠇߘの࠶࡜ࡊトࠜࡈームのᢛ஻ߦ┙⣉してㅴ߈ߴࠆ߼産学連携共

同研究ߟߦいてߪ、࿑㧝ߦ߁ࠃࠆ޽ߦ研究ઙᢙ、✚㗵߽Ⴧ加をして߈てい߇ࠆ、ㄭ年㗡ᛂߜᗵ߇⷗߃ᆎ

 （㧔㧝ޕࠆてい߼
� 産学連携共同研究の߶と߇ߤࠎ、৻ડ業と৻研究

⠪ࠆߥࠄ߆㧝ኻ㧝共同研究ߦとࠅ߹ߤ、ᣢሽの、޽

のಽ㊁ࠬࡆーࠨ・⵾ຠߥ⏕᣿߇トࡊ࠮コン、ߪいࠆ

、ᡷ⦟・ᡷༀ、ࠇߐ集ਛして⸳ቯ߇ࡑー࠹共同研究ߦ

高ᯏ⢻ൻ、໧㗴⸃᳿、ૐコࠬトൻ╬を⋡ᮡとしてい

ᣢሽの事業のᒝൻ、ߢᒰ㕙のડ業の㑐ᔃの▸࿐ޕࠆ

、し߆しޕࠆ޽ߢ㊀要ߪ産学連携共同研究ࠆߔ₂⽸ߦ

৻方、ਛ㐳ᦼ⊛ⷰߥὐߢ、ᚒ߇࿖ᣢሽ産業のᒝൻߦ

加߃て、事業のዷ㐿、ォ࿁、⊒ዷ、ᐩ਄ߍをታ⃻し、

࿖㓙┹੎ജを⛽ᜬ・િᒛしていߎߊとを⋡ᜰߔと߈、

ᄖㇱ⾗㊄╬の研究࡝ソーࠬを₪ᓧしてၮ␆・ၮ⋚ಽ

㊁をᜂᒰしていࠆ大学と研究㐿⊒ဳડ業と⍮の਄ᵹの

ㇱಽߢの連携߇ߘߎᔅ要とࠇߐていߥいޕ߆ᒰ㕙のડ業

のアࠗ࠺アを⿥⿧ࠆ߈ߢアࠗ࠺アを事業ߦዷ㐿ࠆ߈ߢ新ߥߚ産学ቭ連携߇࡞࠺ࡕᔅ要ߥのߥߪߢいޕ߆

ޕࠆ޽ߢ㑐ᔃࠆߚᧄ⊒⴫のਥ、߇ࠇߎ

ᄢ学╬の共同⎇ⓥ受入㗵・ઙᢙ

共同⎇ⓥታ❣共同⎇ⓥታ❣

H15㸢H22 ⚂䋲୚H15㸢H22 ⚂䋲୚

࿑ 1� 大学╬の共同研究ฃ౉㗵・ઙᢙ 

 

産学ቭ連携ഃ಴ࡑトࠬࠢ࠶࡝㧔㧞）を↪いて、౏⊛

 
2. 㧝ኻ㧝共同研究の⺖㗴のᚲ࿷�  

(㧝) ᄖㇱ⾗㊄のਛߢ、共同研究⾌の㗵㕙ഀว 
研究㐿⊒⋡⊛ߢ大学ߦዉ౉ࠆࠇߐᄖㇱ研究⾗㊄ߪ、᳃㑆╬との共同研究、ฃ⸤研究、⑼研⾌╬ޕࠆ޽߇

例߫߃、東京大学のᐔᚑ 23 年ᐲߪ᳃㑆との共同研究⾌ߪ✚㗵 51 ం౞、ฃ⸤研究⾌ߪ 255 ం౞㧔࿖ࠄ߆

┹੎⊛⾗㊄ 139 ం౞、࿖ࠄ߆の㕖┹੎⊛⾗㊄

106 ం౞、࿖એᄖߪ 98 ం౞）、⑼研⾌ߪ 233 ం

౞とߞߥていޕࠆฃ⸤研究⾌、⑼研⾌のਛߪߦ、

新ⷙ技術㐿⊒ߦ㑐連のዋߥい᩺ઙ߽߇ࠆ޽、᳃

㑆との共同研究⾌એᄖࠇߘ、ߦのᢙ୚⒟ᐲの౏

⊛研究⾌߇大学ߦዉ౉ࠇߐてࠄࠇߘ、ࠅ߅をේ

ޕࠆていࠇߐ಴ߺ↢߇⽷ㄭい⍮ߦ⸵․ၮᧄߦ⾗

とࠆ産業⇇の⍮、ߊᣧߜの研究ᚑᨐをいࠄࠇߎ

ߥ߁ࠃߔ಴߈として、ታ↪ൻのน⢻ᕈをᒁࠈߎ

ࠬࠠーム߇ᔅ要ߥߪߢいޕ߆߁ࠈߛ 
ンࡔࠣ࠮ࠆていࠇߐᛩ౉ߦ大㊂߇ᄖㇱ⾗㊄ߥ

トߟߦいて⠨߃てߚߺいޕ౏⊛ߥᄖㇱ⾗㊄をᵴ↪して、大学の研究⠪࡝ࠝ߇ジࠖ࠹࡝࠽をㅊ᳞しࠄ߇ߥ

研究し、ߘのਛߢ学↢をᢎ⢒していて、ߘのᚑᨐࠆ޽ߢ新しい⃻⽎・アࠗ࠺ア・技術・ේℂߤࠎߤ、߇

ޕࠆ߈ߢ߇とߎࠆߺとࠆ޽ߢント㧟ࡔࠣ࠮のࠬࠢ࠶࡝トࡑ産学ቭ連携ഃ಴ߪントࡔࠣ࠮ࠆていࠇ߹↢ࠎ

ᣢሽのシー䉵

（作られ䈧䈧䈅る）

技術・特許

シー䉵として

⏕┙（ሽ࿷）

してい䈭い技術・᭎ᔨ

㗼࿷化している

企業䊆ー䉵

（ᣢሽ䊎䉳䊈ス）

⏕ାをᜬて䈭い

዁᧪䊆ー䉵

（዁᧪䊎䉳䊈ス）

1

企 業

ᄢ学

2

3 4

2

43

ᣢሽのシー䉵

（作られ䈧䈧䈅る）

技術・特許

シー䉵として

⏕┙（ሽ࿷）

してい䈭い技術・᭎ᔨ

㗼࿷化している

企業䊆ー䉵

（ᣢሽ䊎䉳䊈ス）

⏕ାをᜬて䈭い

዁᧪䊆ー䉵

（዁᧪䊎䉳䊈ス）

ᣢሽのシー䉵

（作られ䈧䈧䈅る）

技術・特許

シー䉵として

⏕┙（ሽ࿷）

してい䈭い技術・᭎ᔨ

㗼࿷化している

企業䊆ー䉵

（ᣢሽ䊎䉳䊈ス）

⏕ାをᜬて䈭い

዁᧪䊆ー䉵

（዁᧪䊎䉳䊈ス）

1

企 業

ᄢ学

2

3 4

2

43

࿑ 2� 産学ቭ連携ഃ಴ࡑトࠬࠢ࠶࡝ 
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৻方、⍴ᦼ⊛ߥታ↪ൻ⋡ᮡをឝࠆߍᄖㇱ⾗㊄ࡔࠣ࠮ߪント㧞ߦ⋧ᒰޕࠆߔડ業ߦとߞてߎ、ߪのࡔࠣ࠮

ント㧟ߪၮ␆研究ߦዻし、ߎの㗔ၞ߳の⥄␠࡝ソーࠬ㈩ಽࠅ⛉ߪㄟࠅ߅ߢࠎ、⥄前ߢのၮ␆・ၮ⋚研究

㐿⊒ജ߇ૐਅして߈ていࠆ㧔㧟）ߚ߹ޕ、ડ業ߦとߞて߇ࠢࠬ࡝、ߪ大ߊ߈㧘᳃㑆߇㧝㧜㧜㧑಴⾗して

ડ業න⁛ߢ、大学とߎのࡔࠣ࠮ント㧟ߢの共同研究を⚵ߎ߻とߪ㔍しいޕし߆し、ਛ㐳ᦼ⊛ⷰߥὐߢ㊀

要ߥ産業┹੎ജะ਄ࠆߔ₂⽸ߦၮᧄ⊛ߥ技術ࠆࠇ߹↢ࠄ߆ߎߎ、ߪน⢻ᕈ߇高ߊ、૗߆ࠄの産学連携ࠬ

ࠠーム߇ᔅ要とޕࠆߥ 
(㧞) 㧝ኻ㧝共同研究ࠢࡒ࠮ߪロー࠭ࡌࡁࠗ࠼ーシ࡚ン 

ᧄ᧪、産学連携共同研究ߪ、ᚒ߇࿖産業⇇ߢᄙߊ⷗ߚࠇࠄ⥄前ਥ⟵を⣕ළߊߴࠆߔ、ࠝーࡊンࠗࡌࡁ

ーシ࡚ンのដߌჿߢផᅑࠇߐて߽ߚ߈のޕࠆ޽ߢ㐿⊒のోてを␠ౝのߢߺⴕߎ߁とをࠢロー࠭ࡌࡁࠗ࠼

ーシ࡚ンと๭߮、ᄖㇱ࡝ソーࠬのᵴ↪をࠝーࡊンࠗࡌࡁーシ࡚ンと๭߱߇、৻ડ業のᨒを⿥ߚ߃ⷞὐ߆

↪ᚑᨐの೑、߇ࠆߥߦとߎ߻↢ᚑᨐをࠆ޽て価୯ߞとߦーડ業࠽ートࡄ、ߪと、㧝ኻ㧝共同研究ࠆߔࠄ

ࠆ޽、⇇産業ߊᐢޕࠆ߃といࠆ޽ߢロー࠭の⁁ᘒࠢࡒ࠮ࠆߔの೑↪をឃ㒰␠ઁࠅ߹⇐ߦ␠の㧝ߘㅢᏱߪ

いߪ産業⇇の▸࿐を߹ߚいߢ、技術߇␠会ߦ大ࠗߥ߈ンࠢࡄトを߽ߞてᵄ෸ߎࠆߔとࠝ߇ーࡊンࠗࡌࡁ

ーシ࡚ンࠆ޽ߢと߫ࠄߥࠆߔ、ᓥ᧪の 1 ኻ 1 共同研究ߪ産学連携のࠗンࠢࡄトߟ৻߇のડ業ߦのߺ⇐߹

ㅜዷ㐿↪ߥᄙ᭽、ߦ․ޕ߆いߥߪߢᔕしいの⋦߇ーシ࡚ンと๭߱のࡌࡁࠗ࠼ロー࠭ࠢࡒ࠮、ߪࠇߎ、ࠅ

 ޕ߁ࠈ޽ߢ߈ߴࠆࠇߐ↪ᵴߦ⊛⋠ᄙ、ߢい▸࿐ߥⴣ⓭し߇೑ኂ、ߪㄭい߽のߦ⸵․ၮᧄߥน⢻߇
(㧟) 大ᚻડ業をਛᔃとࠆߔ、ડ業ౝ R&D  ソーࠬのలታ࡝

ㆊ෰のᢙච年の高ᐲᚑ㐳ᦼߦ、ᚒ߇࿖の大ᚻᣢሽડ業ߪ␠ౝߦ研究㐿⊒のࠗン࡜ࡈをᢛ஻して߈てい

ソーࠬを大᭎଻᦭して࡝ࠆߔ⊑㐿ߢ前⥄ߪ大ᚻડ業ߚㅢᏱの⏕┙し、ߪいてߟߦント㧝と㧞ࡔࠣ࠮ޕࠆ

いޕࠆㇱಽ⊛ߦ、␠ౝの࡝ソーࠬࠆߔ⪬ᰳ߇ㇱಽを⵬ቢߊߴࠆߔ、大学との共同研究を計画ផㅴߎࠆߔ

とߎޕࠆߥߦのࡔࠣ࠮ントߪડ業ߦߢߔ߇኿⒟ߦ౉ࠇていࠆㇱಽߢの共同研究ઁߪߦࠇߎ、ࠅ޽ߢ␠を

ᔅ要とߕߖ、大学研究⠪ࠆ޽ߕࠄ⺆ߪ⽩ోߦㇱಽߦὶὐをᒰてߚ㧝ኻ㧝共同研究ߦㅢᏱߎޕࠆߥのㇱಽ

、ߦし大学஥߆しޕいߥߪᲑਇḩ․ߦડ業஥ߦとߎࠆߔ大学との共同研究をផㅴߢ%ડ業⽶ᜂ㧝㧜㧜、ߪ

ਅ௛߈ᗵ߇ṫޕ߁ 
� એ਄のߦ߁ࠃ、㧝ኻ㧝の共同研究ߦࠇߘ、ߪ಴⾗ࠆߔડ業の߼ߚのᚑᨐを↢ߺ಴߇ߔ、ᚒ߇࿖のਛ㐳

ᦼのⷞὐߪࠄ߆、大学ߦ大㊂ߦᛩ౉ࠇߐていࠆ᡽ᐭ♽のᄖㇱ⾗㊄ࠆࠃߦ研究ᚑᨐをᣧᦼߦ産業⇇とのࠗ

ンࠢ࡜࠲シ࡚ンを⿠ߎして、ޣ⍮の߼ࠊ߈て਄ᵹのとߢࠈߎ、⍮と産業⇇のࠗンࠢ࡜࠲シ࡚ンを⿠ߎし

て、ታ↪ൻ・Ꮕ೎ൻのࠬࡄをઁ࿖ߦవ㚟ߌて㐿⊒ޤࠆߔᔅ要ࠆ޽߇のߥߪߢいޕ߆ 
 ࡞࠺ࡕ㧔ERC）㧦ᄙኻᄙ産学連携࡞࠺ࡕント㧟の産学ቭ連携ࡔࠣ࠮ .3

(㧝) ERC 
をㅊ᳞しࠖ࠹࡝࠽ジ࡝ࠝߢㅢᏱ౏⊛研究⾗㊄を₪ᓧして、⍮⊛㑐ᔃ߇大学の研究⠪、ߪント㧟ࡔࠣ࠮

て研究し、新しい⃻⽎・アࠗ࠺ア・新技術・新ේℂࠇ߹↢ࠎߤࠎߤ߇ていࡔࠣ࠮ࠆントߎޕࠆ޽ߢの࠮

ഃ಴をࠬࡀジࡆのߢのಽ㊁ߘ、ߪߦࠆを૞「産学ቭ連携ࠆ߇❭ߦーシ࡚ンࡌࡁࠗߦ⊛⇛ᚢ」ߢントࡔࠣ

ᮨ⚝していࠆડ業⟲ߦ研究ᚑᨐをᣧいᤨᦼߦ、⋥ធᷓߖߐࠇ⸄ߊ、⋧੕ߦೝỗ・໪⊒しࠄ߇ߥ዁᧪の⵾

ຠ・ࠨーࠬࡆをត⚝ࠆߔ「႐」߇ᔅ要ޕ߁ࠈ޽ߢ産学߇⋧੕ߦ໪⊒し、಴ญࠗࡔージを共᦭࡟ࡊ」ࠆߔ

共同研究の႐」とޕࠆߥ 
☨࿖ߪߦ、ฦ⒳ࠔࡈンߦ࠼ᡰេߚࠇߐ産学ቭ連携研究࠮ン࠲ー㧔engineering center）߇⋧ᒰᢙޕࠆ޽

ンࠣࠛージࠖ࠺ンࠔࡈのឭଏరとして、NSF㧔National Science Foundation）╬の᡽ᐭ♽の࠼ンࠔࡈ

ェンシー߿、Ꮊ᡽ᐭ╬ߎޕࠆ޽߇の産学ቭ連携ࠬࠠームのᚑᨐ߿ⷙ⚂・ᄾ⚂╬の೙ᐲߟߦいて、࠮ン࠲

ーの࠲ࠢ࡟ࠖ࠺ー、参加ડ業、研究⠪を⸰໧し、産学ቭ連携࠮ン࠲ーのࠬࠠームのℂ⸃を⹜ߚߺ㧔㧠）ޕ

઒⺑の⏕⹺߁といࠆ޽ߢ࡞࠺ࡕしいࠊߐ߰ߦント㧟ࡔࠣ࠮のࠬࠢ࠶࡝トࡑ産学ቭ連携ഃ಴、ߢのㆊ⒟ߘ

を⹜ޕߚߺ 
ERC㧔Engineering Research Center）ߪ☨࿖の NSF ᒰᤨߪࠇߎޕࠆ㐿ᆎしていࠄ߆㧝㧥㧤㧡年߇

のᣣᧄ産業のᕆᚑ㐳ߦኻᔕしてᖡൻしߚ⾏ᤃ෼ᡰߦෂᯏᗵをᜬߚߞ☨࿖߇、☨࿖大学を࠽シ࡚࡞࠽・ࠗ

ジ࡚ࡆߥ⊛㐳ᦼߚߌะߦとを⋡ᜰし、Ԙ産業⇇の┹੎ജᒝൻߎࠆࠇ౉ߦーࠢࡢーム࡟ࡈーシ࡚ンのࡌࡁ

ンߦὶὐをߖࠊ޽、ԙવ⛔⊛ߥ学໧ಽ㊁をࠗン࡟ࠣ࠹ートしてシࠬ࠹ム࡞ࡌ࡟Ꮏ学研究߳ዷ㐿し、Ԛ研

究とᢎ⢒の߼ߚの大学と産業⇇のࡄート࠽ーシࡊ࠶をᒻᚑ߼ߚࠆߔの߽のߢ߹ࠇߎޕࠆ޽ߢ、⚥計ߢ㧠

㧞࠮ン࠲ーޕߚࠇߐ┙⸳߇㧝㧜年㑆のᡰេᦼ㑆を⚻てୃੌし߽ߚの߇㧞㧥࠮ン࠲ーࠅ޽、⃻࿷ㅴⴕਛߪ

㧝㧟࠮ン࠲ーޕࠆ޽ߢਅ⸥の⋡⊛をታ⃻ߦ߼ߚࠆߔ、大学と産業⇇との連携ߦኻし、NSF 㧐㧠M㧛、߇

年 を 㧝㧜年㑆ࠔࡈンࠖ࠺ンࠣߘޕࠆߔの後ߪ᳃㑆⾗㊄のߢߺ、⥄┙ൻߎࠆߔと߇ᦼᓙࠇߐてࠅ߅、⚂

㧤ഀ߈ߢ┙⥄ߪていޕࠆ 
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☨࿖の産学ቭ連携研究࠮ン࠲ーߪ、ਅ⸥の․ᓽをᜬޕߟ 
・ਛ㐳ᦼⷞὐߟ┙ߦ産学ቭ連携ᡰេ㧦㧝㧜年⛮⛯の౏⊛ࡐࠨート㧗⥄┙⊛研究⛮⛯ 

� ・ၮ␆ၮ⋚ಽ㊁ࠆߌ߅ߦ産業ၮ⋚ᐩ਄ߍの研究㧦ⶄᢙડ業߇共同ߢ⥄ಽߜߚのၮ⋚研究をᡰេ 
� ・෩ᩰߟ߆⹦⚦ߥክᩏࡊロࠬ࠮㧦ኾ㐷ኅをࡘࡆ࡟ーࡢとしߚ᦭ലᕈ・ታ⃻ᕈክᩏ 
� ・⍮⊛⽷産のขࠅᛒい㧦大学߇଻᦭し、ᔅ要ࡔߥンࡃーડ業ߦఝవታᣉ⸵⻌ 
� ・⺖㊄方式㧦参加ᢱ方式ࠢࠬ࡝ࠆࠃߦಽᢔ・研究⾌⏕଻、研究⠪ߪ᡽ᐭ♽のࠔࡈン߽࠼ᵴ↪ 
� ・研究⠪のりಽ⊛቟ቯ㧦ఝ⑲ߥ大学㒮↢ߦ↱⥄߇研究ࠆ߈ߢ↢ᵴ・研究ⅣႺのឭଏ 
参加ࠆߔડ業ߦとߞてߪ、大学ߦ会⾌をᡰᛄい、会⾌ߦᔕߚߓ․ౖをᓧߎࠆとޕࠆ߈ߢ߇ 

・大学ਥዉߢ⸳計㧒ㆇ༡ޕࠆߔ大学のシー࠭を᳃㑆ࡔンࡃーડ業ߪᣧᦼߦアࠢޕࠆ߈ߢࠬ࠮ 
参加し、参加ᢱと߇ડ業ࠆߔ同⾥ߦ⚂ⷙࡊ࠶ーシࡃンࡔ・ NSF 研究ޕࠆߔㆇ༡ߢ࠼ンࠔࡈのࠄ߆

⠪ߦ⥄⁛߇₪ᓧしߚᄖㇱ⾗㊄ࠆࠃߦ研究ᚑᨐ߽ᣧᦼߦ㐿␜ޕࠆࠇߐડ業ߦとߞてߪ㒢ߚࠇࠄ参加

ᢱのᢙච୚ࠄ߆ᢙ⊖୚の研究⾌を૶↪しߚ研究ᚑᨐを⍮ߎࠆとޕࠆ߈ߢ߇ 
・参加ᢱࠢߦࠬ࡜ᔕߚߓ⍮⽷࠮ࠗ࡜ンシンࠣ᧦ઙߤߥの会ຬ․ౖをฃߎࠆߌとޕࠆ߈ߢ߇ 
 ޕࠆࠇߐ᭴ᚑߢ␠㧝㧜㨪ᢙ㧝㧜ߪ研究⠪㧝㧜ฬએ਄、ડ業ߥー࡝࠽࡝ࡊシ࠺࠴࡞ࡑ・
・産業⇇ߪ IAB㧔Industrial Advisory Board)ࡔンࡃーࠅߥߦ、ㆇ༡ߟߦいてアࠬࠗࡃ࠼ 
・⍮⽷ߪේೣ、大学Ꮻዻࡔޕンࡃーߪ⍮⽷ఝవ੤ᷤᮭߤߥをઃਈޕࠆࠇߐ 

 
(㧞) ERC のડ業ࠄ߆の評価 

੹࿁☨࿖ߢの⺞ᩏをⴕߞてߚ߈産学ቭ連携࠮ン࠲ーのႎ๔と、ࠄࠇߎの࠮ン࠲ーߦ参加していࠆᣣᧄ

ડ業の࿷☋⠪߿⚻㛎⠪╬の方ࡅࠄ߆ア࡝ンࠣをታᣉしࡔࠣ࠮ޕߚント㧝㧘㧞ߢㅢᏱⴕࠇࠊていࠆ৻ኻ৻

共同研究ߪ、ਥߥ研究ᚑᨐとして⊒᣿をᦼᓙࡔࠣ࠮、߇ࠆߔント㧟ߢの産学ቭ連携ߪߢ、研究⠪߇⥄⊒

、ߘߎのὐߘ、ࠅ޽ߦとߎࠆߔアを⌕ᗐ࠺アࠗߥߚ新߇参加ડ業、ࠇ⸄ߦᦨ新研究ᚑᨐࠆていߞⴕߦ⊛

ߥචಽߦ␠⥄ R&D ડ業のࠆソーࠬを଻᦭してい࡝

ᦼᓙ߽ࠆߔのߎࠆ޽ߢとを⏕⹺ޕߚ߈ߢ 
 
Feller 㧔㧡）、1995ߪࠄ ࠄ߆ 1996 年の㑆ߦ、ᵴേ

ਛの 18ERC ડ業ࠆ参加していߦ 550 ␠のᜂᒰ⠪ߦធ

⸅して⺞ᩏน⢻ኻ⽎ 497 ᦭ല࿁╵ᢙをࠄ߆␠ 355 ␠

ᓧて、ERC いて「ERCߟߦ（ᚑᨐ㧔outcomeߚߌฃࠄ߆
ߚの⺞ᩏをし「߆ࠆていߌᕲᕺをฃߥࠎߤߪડ業ࠄ߆

㧔⴫㧝）ޕඨᢙએ਄の参加ડ業ߪ、「新ߥߚࠄ⍮ߦធ⸅

、とߎ「ࠆࠇ⸄ߦᦨ新技術」、「て、⍮の੤឵⒖ォ߈ߢ

「ઁ␠との੤ᵹ」ߦߤߥ価୯を⟎いていޕࠆᚒ߇࿖産

学連携ߢᒝ⺞ࠇߐてい߿⸵․ࠆソࡈト࠙ࠛアのࠗ࡜

ߪいてߟߦ⋠㗄߁といࠆߌンࠬをฃ࠮ 18㧑の࿁╵߇

集߹ߞていߦࠆㆊߥ߉いޕ 

得られた恩恵（Benefit, outcom) %
1 新しいアイデア、新しいノウハウ、新技術の入手 84.0
2 直接、最新技術支援を受ける 63.0

3 企業の担当部署、他部署のR&Dテーマへの変更・影響 54.1
4 他社との交流の増加 50.1
5 顧客やサプライヤーへの最新技術情報の提供 44.1
6 製品やプロセスの改善 42.5
7 最新装置・備品の活用 40.0
8 ERCの学生の雇用 39.9
9 新製品・プロセス導入リードタイム削減 24.3

10 新製品・プロセスの開発 23.6
11 成果（output）の製造・生産への利用 21.9
12 メンバー企業への共同開発の提案 21.3
13 販売・利益の増加、生産コストの低減 18.0
14 特許やソフトウエアのライセンスを受ける 11.8
15 ERCとのインタラクションから企業の発明、著作 8.4
16 生産ラインの雇用増 8.4
17 製品・プロセスの商用化 4.3
18 成果を基に新会社・ベンチャー創出 2.9
19 計画していたプロセス・製造ラインの停止 2.6

⴫ 1� ERC  ߆ࠆていߌᕲᕺをฃߥࠎߤߪ⇇産業ࠄ߆

同ߓ⺞ᩏのਛߢの ERC 参加ડ業のઍ⴫⠪ߗߥߦ、ERC ኻして、ൻ学♽ડߦ໧い߁とい߆のߚ参加しߦ

業と、㔚᳇♽ડ業ߪએਅのߦ߁ࠃ࿁╵していޕࠆ㧔６） 
ൻ学♽ડ業㧦R&D ߦ⸂⃻⽎ℂ߿ត⚝⊛事㗄ࠆ޽߇ࠢࠬ࡝、し߆しޕࠆていߞᜬߦ␠⥄ߪ ERC ߦᓎ߇

 ޕいߥとをᦼᓙしてߎࠆߔ⊑㐿ߦ߼ߚ㧔ડ業）のޘᚒ߇ࠄᓐޕࠆていߞとᕁߟ┙
㔚᳇♽ડ業㧦ㅊ加⊛ߥ研究のᔅ要ߥ㗔ၞ߿ၮ␆⊛ߥ研究をߞ߿ていߥいとߦࠈߎ㑐ᔃޕࠆ޽߇ㄭいಽ

㊁を␠ౝߞ߿ߢてい߇ࠆ、同৻の߽のߥߪいޕ⵾ຠൻㇱ㓌ߪ 2 年のࠗ࠲ム࡟ࡈームߢേߪߜߚ⑳ޕߊ 3-7
年のන૏ߢ⠨ޕࠆ߃↢産߹ߦߢ 3-4 年7ޕࠆ߆߆ 年߽のをᄙߦߌࠊࠆ߿ߊⴕߥ߆いޕᜂᒰ⠪を᳿߼⥝๧

ᷓい߽のをតޕࠆ 
 
ᚒ߇࿖の 1 ኻ㧝ߢ㐽ࠆ߽ߎߓ共同研究ߦኻࠆߔᦼᓙとࠅߥ⇣ߪ、␠ౝߢ⸳஻と研究⠪をචಽ଻᦭して

いࠆ R&D ࠗン࡜ࡈのᚑᾫしていࠆ☨࿖ડ業の大学߳のᦼᓙࠇࠄ⺆߇ていޕࠆ「ઁ␠との੤ᵹのჇ加」߽

ᦼᓙしてࠅ߅、ᄙኻᄙの産学連携を߻しࠈᏗᦸޕࠆߔⶄᢙડ業の参画ߪ᱑ㄫߎࠆࠇߐとޕࠆ޽ߢ 
એ਄のߦ߁ࠃ、ERC ߌ߅ߦၮ␆ၮ⋚ಽ㊁ߢⷞὐߥ⊛ਛ㐳ᦼ、ࠆ޽ߢの᭴ᗐᤨߚムを⸳計し࡜ロࠣࡊ

 ޕࠆ߈ߢᢿ್߇とߎ߁といࠆታ⃻してい߇ー࠲ン࠮ߚߞ⁓をߍ産業技術ၮ⋚ᐩ਄ࠆ
 



― 842―

4. ߹と߼と੹後の⺖㗴 
ᚒ߇࿖の⃻⁁の産学連携共同研究の߶と߇ߤࠎ、৻ડ業と৻研究⠪ࠆߥࠄ߆㧝ኻ㧝共同研究ߦとߤ߹

ߐ集ਛして⸳ቯ߇ࡑー࠹共同研究ߦのಽ㊁ࠬࡆーࠨ・⵾ຠߥ⏕᣿߇トࡊ࠮コン、ߪいࠆ޽、ᣢሽの、ࠅ

ᣢሽの、ࠎࠈߜ߽ޕࠆ޽ߢᴫ⁁ࠆᡷ⦟・ᡷༀ、高ᯏ⢻ൻ、໧㗴⸃᳿、ૐコࠬトൻ╬を⋡ᮡとしてい、ࠇ

事業のᒝൻࠆߔ₂⽸ߦ産学連携共同研究ߪ㊀要ޕࠆ޽ߢし߆し、ߪߢߌߛࠇߘ、新⥝࿖のบ㗡を前ߦし

て、ᚒ߇࿖産業⇇のਛ㐳ᦼ⊛ߥ┹੎ജะ਄ߥ߆ߟ߷߅ߪいޕᒰ㕙のડ業の㑐ᔃの▸࿐を⿥߃て、「新し

い⍮ߦ⋥ធ⸅ࠆࠇᯏ会をჇ߿し、ᦨ਄ᵹの⍮の੤឵」をଦㅴし、アࠗ࠺アをߺߊߋߪ、ᚒ߇࿖ᣢሽ産業

のᒝൻߦ加߃て、事業のዷ㐿、ォ࿁、⊒ዷ、ᐩ਄ߍをታ⃻し、࿖㓙┹੎ജを⛽ᜬ・િᒛしていߎߊとを

⋡ᜰߔと߈、ၮ␆・ၮ⋚ߦ研究࡝ソーࠬをᛩ౉していࠆ大学との連携をᆎޕ߁ࠈ޽ߢ߈ߴࠆ߼ᒰ㕙のડ

業のᚻᜬߜのアࠗ࠺アを⿥ߚ߃アࠗ࠺アを事業ߦዷ㐿ࠆ߈ߢ、新ߥߚ産学ቭ連携߇࡞࠺ࡕታ〣ߎࠆߔと

をᮨ⚝ޕ߁ࠈ޽ߢ߈ߴࠆߔ 
 
⺞ᩏߦၮ߈ߠ、アࠞ࡝ࡔの ERC として࡞࠺ࡕ産学連携のࠆ߃の、㧝ኻ㧝共同研究を⿥ߟ৻を࡞࠺ࡕ

参⠨事例として⼏⺰して߇ߚ߈、ᚒ߇࿖ߘߦの方式߇ㆡ↪߆߁ߤ߆ࠆ߈ߢ、ᚒ߇࿖の産業㘑࿯ߦଐሽߔ

 ޕࠆࠇߐᗐ੍߇㗴⺖ࠆ
Ԙ� ᚒ߇࿖ߪ㔚ᯏ業⇇╬のߦ߁ࠃ同業⠪߇ᄙߊ、業⇇ో૕ߢのၮ␆研究ಽ㊁ߢの連携߇น⢻߆

とい߁⺖㗴ޕࠆ޽߇ 
ԙ� ERC ౉␠後のડ業ౝ、ߪ࿖ડ業߇ᚒ、߇ࠆߔとߟ┙ᓎߦ᧚の₪ᓧੱߥ⑲ఝ、ߪ࡞࠺ࡕ OJT

ᢎ⢒ߢ研究ജ㙃ᚑをߎࠆߔと߇ᘠ例ൻしていޕࠆ 
Ԛ� ᣣᧄのડ業ߪ、቟ቯしߚᚑᾫᦼ㑆をḩ༛しߚᱧผ߽ࠢࠬ࡝、ࠅ޽࿁ㆱの௑ะߞ޽߇て、⏕

ାをᜬてߥいࡔࠣ࠮ント㧟߳のᛩ⾗を⽶ᜂと⠨ࠆ߃のߥߪߢいޕ߆ 
ԛ� ᛩ⾗しߚ㗵ߦኻࠆߔᚑᨐ‛として共同研究ߪߢ、⋡ᮡ㆐ᚑと⍮⽷の⏕଻߇ㅢᏱ᳞ࠆࠇࠄ߼

のߦኻし、ࡔࠣ࠮ント㧟ߪߢ、新しい⃻⽎・アࠗ࠺ア・技術・ේℂߎࠆࠇ߰ߦとߢ、␠ౝ

の R&D ߳のᓇ㗀߇ᦨ߽ᦼᓙޕࠆࠇߐし߆し、ߎの価୯ߟߦいての評価を⏕┙ߎࠆߔと߇

 ޕ߆ࠆ߈ߢ
Ԝ� 同業⠪ߤߥのઁ␠േะを〯߹ߚ߃ᮮਗ߮のⴕേ᳿ቯとい߽࡞ࠗ࠲ࠬ߁․ᓽ⊛ޕࠆ޽ߢ 
ԝ� ⊛ਛ㐳ᦼ、ࠅ޽ߢᒰ࿎㔍⋦ߪとߎࠆߔᜬ⛽ߢ⾗᳃㑆ડ業㧝㧜㧜%಴ߪߢント㧟ࡔࠣ࠮のߎ

 ޕࠆࠇ߹ᦸ߇⊑ートのࠬࠠーム㐿ࡐࠨの౏⊛⾗㊄ߢⷞὐߥ
Ԟ� ERC、ߚ߹ ⺞ડ業㑆との、ࠅ߅てࠇߐ⟎㈩߇᧚ੱ࠲ࠢ࡟ࠖ࠺ントࡔジࡀࡑ、ߕᔅ、ߪߦ

ᢛ߿、ડ業ࡔンࡃーࠆߥࠄ߆⻁໧ຬ会とのコࠤ࠾ࡘࡒーシ࡚ンを㗫❥ߦとࠅ、産学ቭ連携

 ޕࠆしていߚᓎഀをᨐߥ㊀要、ߢታ↪ൻߪߦ₂し、ਛ⽸ߦーの⊒ዷ⛽ᜬ࠲ン࠮
 

� ⪺⠪ߪࠄ、東京大学産学コンソーシアム「ジェロントロジー」㧔７）ߢ 2008 年の೙ᐲ⸳計ࠄ߆ታ㓙の

ㆇ↪を 4 年㑆ⴕߞて߈てࠅ߅、හ‛⊛ߥ技術㐿⊒߿⍮⽷․⸵を╙৻⋡ᮡߕ߆⟎ߦ、大学研究⠪とのᦨ新

の⍮の੤឵を⋡⊛として、ડ業㑆の੤ᵹ߽฽߼てឭ᩺してታᣉしていࠆとࡔࠣ࠮ߪࠇߎ、߇ࠆ޽ߢࠈߎ

ント㧠のᵴേࡔࠣ࠮、ࠅ޽ߢント㧟ߢ、ਛ㐳ᦼ⊛ߥⷞὐߢขߊߴ߻⚵ࠅ೙ᐲ⸳計をⴕߞていߊᔅ要޽߇

 ޕࠆ
⑼産学連携共同研究ഃ಴のታ⸽⊛研究㧔ࠆ߇❭ߦーシ࡚ンࡌࡁࠗ」、ࠅߚ޽ߦࠆߔᧄ研究をㆀⴕ、߅ߥ

学研究⾌⵬ഥ㊄㧔ၮ⋚研究㧔%）研究ઍ⴫⠪、���������））「ᄙኻᄙ参加方式産学㧔ቭ）連携࡞࠺ࡕの⚵

のታ⸽⊛ᬌ⸽㧔⑼学研究⾌⵬ഥ㊄㧔ၮ⋚研究㧔%）研究ઍ⴫⠪、���������））のഥᚑをߘンとࠗࠩ࠺❰

ฃޕߚߌ�

5. ᢥ₂ 
㧝）ㅴ⮮⑲ᄦ、ᐔᚑ 23 年ᐲᢥㇱ⑼学⋭「大学╬産学ቭ連携⥄┙ൻଦㅴࡊロࠣ࡜ムޣᯏ⢻ᒝൻᡰេဳޤ」

「ਛ㐳ᦼ⊛ߥⷞὐߚߞ┙ߦ ᄙኻᄙဳ 産学ቭ連携࡞࠺ࡕ」⺞ᩏ研究ႎ๔ᦠ㧔東京大学産学連携ᧄㇱ） 
㧞）太田ਈᵗ� 研究技術計画学会、2012、㧞㧮㧜６� 「産学ቭ連携ഃ಴ࡑトࠬࠢ࠶࡝」 
㧟）ᐔᚑ㧞㧟年ᐲ産業技術⺞ᩏࡌࡁࠗޡーシ࡚ンഃ಴ࠆߔ⾗ߦᚒ߇࿖ડ業のਛ㐳ᦼ⊛ߥ研究㐿⊒ߦ㑐ߔ

ᐔᚑޢታᘒ⺞ᩏࠆ 24 年 2 ᦬ 
㧠）QoLT(Quality of Life Technology Center , Carnegie Mellon University)ઁ、 
㧡）I. Feller, C. P. Ailes, and J. D. Roessner., Research Policy, 31 (2002) 457-474 
� � Impacts of research universities on technological innovation in industry: evidence from 



― 843―

engineering research centers 
６）D. Roessner, C. P. Ailes, I. Feller and L. Parker, Research Technology Management, Sept-Oct 
(1998) 40-44 

How industry benefits from NSF’s Engineering Research Centers 
７）太田、 鎌田、前田、高塩、新しい産学連携「参加方式共同事業」の事後評価 : 東京大学産学コン

ソーシアム「ジェロントロジー」を例として、年次学術大会講演要旨集 pp.56 - 61 , 2011-10-15 , 研究・

技術計画学会 
 




